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１．環境マネジメント 
１．１ 経営理念・方針 
 

 
 
「品質至上」の経営理念のもと「自然・社会との調和」を達成するために、「環境方針」を定め、全員参加で環境

保全活動に取り組んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１． 開発から販売に至る企業活動に適した環境マネジメントシステムを構築し、本方針に基づいた目的お

よび目標を設定し、計画的な実践と見直しにより、環境マネジメントシステムの継続的改善を進める。 
２． 国、地方公共団体の環境に関する規制（法規制、公害防止協定等）及び当社が同意するその他の要求

事項を遵守し、汚染の予防活動を展開する。 
３． 資源、エネルギーの有効活用、環境負荷物質低減を図るための活動を実施する。 
４． 環境方針を文書に定め、全従業員に周知徹底し実行を促す。 
５． 環境方針を含め、環境保全活動を公開する。 

 

自然・社会との調和を目指した企業活動 

 
品質至上 

私たちは人材こそ、かけがえのない最も大切な資産であり、企業の活力の源泉と考えます。 
私たちは人材を通してお客様や社会へ貢献し、企業の発展と働く人々の幸せを実現することを基本とします。

 
自然・社会との調和 

私たちはグローバルに活動を展開する企業として、国際社会のルールや各地域の文化を尊重し、 
誠実で自覚のある「良き企業市民」として行動し、国際社会・地域社会との友好関係を築くと共に、 
事業活動のあらゆるプロセス、商品を含めて「自然・環境との調和」を目指します。 

環境方針 
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環境方針を具現化するために、方針管理のしくみのなかで職制活動として展開しています。事業活動のなかで特に

重要な項目に対して、環境委員会の各分科会で重点的に審議する体制をとっています。また、AW グループとして活
動を展開するために、情報を共有化しています。 
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１．２ ＩＳＯ１４００１国際規格への対応 

環境保全への取り組みをより強固にするために、また、透明性を確保し信頼性を高めるためにISO14001国際規
格の認証を全社一括で取得しました。 

 
 
 
アイシン・エィ・ダブリュ株式会社として全部門を対象に１９９９年７月２４日に認証取得しました。 

本社工場、工機部、試作部（共に安城市）、岡崎工場、岡崎東工場（共に岡崎市）、田原工場（田原市）、蒲郡

工場（蒲郡市）、オーキス・ジャパン株式会社（高浜市）の８サイトが含まれています。 

 
ISO14001 登録証 

 

 
 
 

 
全部門を対象に年１度以上の頻度で内部環境監査を実施し、 

環境マネジメントシステムが適切に実施されているかをチェックしています。 
有効性重視監査を 2005年度から取り入れ、改善の機会を積極的に発掘し改善につなげています。 

ＩＳＯ１４００１国際規格の認証取得状況 

内部環境監査 
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１．３ 環境教育 

環境保全活動を支える最も大切なものは人材であると考えています。環境保全のためには社員一人ひとりが

環境問題を認識し、それぞれの役割を自覚し全社員で取り組むことが重要です。社員一人ひとりの力を成果に

結び付けるために環境教育を継続的に行っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境教育体系 

内部環境監査員教育 

対象者 主な内容 

新入社員 
環境保全の基礎知識 
アイシン・エィ・ダブリュの環境方針 
ルールを守ることの重要性 

新任管理監督者 
環境問題 
環境管理の進め方 
階層別の役割・責任・権限 

環境重点設備従事者 
運転と点検の手順 
メンテナンス方法 
異常・緊急時の処置内容 

環境重点設備従事者：環境に大きな影響を与える可能性のある設備・活動に従事する人 

内部環境監査員教育修了者数推移

18
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環境マネジメントシステムの運用状況を確認する上で、内部環境監査が重要です。 
また、環境マネジメントシステムを効果的に運用する上で、運用の鍵となる要員が内部環境監査員相当の力量

を持つことが有効です。 
私たちは、内部環境監査員の養成を継続的に行い、環境マネジメントシステムの継続的な向上に努めています。

08 
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１．４ 環境会計 

環境会計は、事業活動に起因する環境負荷を低減する目的で支出した『環境保全コスト』とその活動により得ら

れた『環境保全効果（物量効果・経済効果）』を把握し、環境保全への取り組み度を評価するものです。 
 
２００８年の環境保全コストは６８億円となり、前年対比で△７億円となりました。 
これは売上高の約１％に相当します。 
また、環境保全効果（経済効果）は２４億円となりました。 
 
今後も積極的な情報開示を進めるとともに、環境経営の視点からより効果的な経営管理ツールとしてのレベルア

ップを図り、環境保全活動の効率化に繋げていきたいと考えています。また、連結対象グループ会社との『連結環

境会計』を積極的に導入していきます。 
 
 
 
 
 
 
 

総計 

環境保全コスト 

 環境保全効果 

1.事業エリア内コスト  ２４ 億円

項        目 金  額 

2.上・下流コスト 製品の回収・再商品化の費用、梱包材のリサイクル費用 １１ 億円

3.管理活動コスト ＥＭＳ運用､環境教育､環境負荷の監視測定費用など １ 億円

4.研究開発コスト 

5.社会活動コスト 自然保護、緑化など １ 億円

6.環境損傷コスト 環境汚染の修復費用など － 

６８ 億円

 

項  目 主な取組内容 

地球温暖化防止効果

廃棄物低減効果 

 

大気・水質・土壌汚染などの公害を防止するためのコスト 

省エネのためのコスト 

リサイクル、廃棄物処理のためのコスト 

経済効果 

３１ 億円

環境とそれ以外の目的を明確に区分することが難しい設備投資や研究開発費などは 

一部推計を交えて算出しております。 

確実な根拠に基づいて算出できる「実質効果」のみに限定して算出しております。 

環境負荷低減のための研究開発費 

 ２４ 億円ＣＯ２原単位の低減、廃棄物総排出量の低減 など 
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目的地に到着するまでの距離が短くなれば、使用する燃料の量を減らすことができます。道路は日々、変更されて

おり、新しい近いルートをすぐに利用できれば良いのですが、従来のカーナビゲーション用地図の更新は、年2回の

更新版の情報の発行に限られていました。 

そこで、主要道路や自宅、及び目的地周辺の道路変更部分の地図差分データを、携帯電話等を通じてカーナビゲー

ションへ自動的に配信する機能を新規に開発し、2 0 0 7 年3 月から運用を開始しました。 

これにより、高速道路・有料道路は新規開通後最短7日、その他の道路も、従来の更新よりも短期間で案内に使用

することができるようになりました。 

 

 

 
 

 

 

例えば、弊社岡崎工場⇒京都のルート案内では、開通後１週間以内に配信された新名神の地図データにより、2 0 1 

K m ⇒ 1 6 6 Kmと35Km短いルートの案内が可能になりました。 

 

 
 

 

地図自動配信による燃料使用量低減 
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２．４ ＥＶ・ハイブリッド車用駆動システム 

私たちは、ＥＶ用、ハイブリッド車用駆動システムの開発によって、自動車の排気ガスの減少、燃費の向上

をはかり、将来に向けた環境にやさしい車作りで社会に貢献します。 
 

 
 
 
私たちはＡＴ専門メーカーの経験・ノウハウと最新のモーター技術を融合させ、コンパクトで高効率なＥＶ用駆動システム、

ハイブリッドシステムを開発してきました。 
EV駆動システムとしては、１９８６年の４輪ホイールモーター車の開発に始まり、１９９３年にはトヨタ自動車殿のクラウ
ンマジェスタＥＶに、１９９８年には同じく超小型ＥＶ「ｅ・ｃｏｍ」に採用されました。また、2 0 0 0 年にはトヨタ車体殿
から市販されている一人乗りＥＶ「コムス」の駆動システムとして使われています。 

 
 
近年注目されているハイブリッド車用駆動システムとしては、２モータハイブリッドシステムＦＦ用を３機種、ＦＲ用を２

機種生産しています。 
 

 

14 
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超小型ＥＶ用駆動システム（トヨタ「ｅ・ｃｏｍ」に採用） 

超小型ＥＶ用ホイールモーター駆動システム（トヨタ車体「コムス」に採用） 

15 
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２．５ 空気清浄機 

私たちは、住宅や車内の空気を浄化する空気清浄機を開発し、健康で快適な環境づくりで社会に貢献します。 

 
私たちは住宅向けに、ホルムアルデヒド等の有害ガスや気になるにおいを高性能で除去する空気清浄機『エアナ

ビ』を1998年に開発致しました。 
 
『エアナビ』は室内の空気を清浄する通常の空気清浄機能に加え、新鮮な外気の粉塵・花粉・有害ガス等を除去

して室内に取り込む外気清浄機能も持っています｡ 
 
2003年3月からは，『エアナビ』の外気清浄機能を継承し、かつ小型・軽量化して部品点数を削減した新モデル
『エアナビII』（図１）をトヨタホームに納入しており、両モデル合わせて約36,000台以上の販売実績があります｡
（2009年5月現在） 
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２．６ 環境負荷物質使用量低減の取り組み 

地球環境保護のため、欧州では自動車の廃棄時に環境に悪影響を及ぼす物質（鉛、水銀、カドミウム、6価ク
ロム）を規制する「ELV指令」が施行されるなど、環境負荷物質に対する規制が国内外で制定されています。 
そこで、社内に『製品環境負荷物質低減分科会』を設置し､製品（オートマチックトランスミッション、ＥＣ

Ｕ、ナビゲーションシステム等）に関する環境負荷物質低減をグローバルに展開する顧客と連携し、早期に代

替品への切替を完了させる取り組みを進めています。 
また、現時点で規制対象となっていない製品についても、自主的に代替技術の確立を推進しています。 

 
 
 
 
欧州廃車指令（ELV指令）適合のための活動 

 

●鉛 

・ アルミ電解コンデンサ用ビニルスリーブ、Oリング用アクリルゴム等の材料に含まれる鉛について、代替材へ
の切替を2004年に完了し、現在使用していません。 
・ 銅軸受、アルミバルブ等の材料に含まれる鉛については、代替材への切替を2008年に完了し、現在使用してい
ません。 
・ 電子部品用はんだの材料に含まれる鉛については、代替材の開発を進めています。 
 

●水銀 

・ Ａ/Ｔについては、使用していません。 
・ ナビゲーション用ディスプレイの部品に含まれる水銀については、代替品への切替を進めています。 
 

●カドミウム 

・ ナビゲーション用モーター整流子、スロットルケーブル内のはんだ等の材料に含まれるカドミウムについて、

代替材への切替を2003年に完了し、現在使用していません。 
 

●６価クロム 

・ ボルト、ナット等の表面処理に含まれる6価クロムについて、代替処理への切替を2 0 0 6 年に完了し、現在使
用していません。 
 

その他の活動 

 

●アスベスト 

・ 摩擦材に使用されていたアスベストは、1980年代に全廃しています。 
 

 

環境負荷物質低減の取り組み 
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３．生産の取り組み 
３．１ 生産工程への取り組み 
私たちは、「革新的ものづくり」を目指して生産工程に取り組んでいます。 
 
設計開発・生産技術・製造による三位一体の連携体制で、工法、設備、生産システム、品質について深く掘

り下げ、革新的技術の研究・開発の成果を環境改善にもつなげています。 
 
従来の考え方にとらわれない部門の枠を超えた活動を促進する場として「ものづくりセンター」があります。

ものづくり研究テーマに応じて、最適な人材をフレキシブルに結集し、「革新的ものづくり」のスピードを高

めています。 
 
こうした活動の成果の具体例を紹介します。 

 
 
 
 
 

 
 

「革新的ものづくり」体制 
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ドリームキャリーは、茶運び人形の“からくり技術”をヒントに考案された自動搬送装置です。製品自体の重さで

次工程に運び、運んだ後はスプリングの力で元の場所に戻るという仕組みを取り入れ、電気などの動力源を必要とし

ません。製品輸送用の台車として工場内随所で活躍し、設備投資額と電気代の大幅削減に貢献しています。 
 

 
 

効果（具体例１：ドリームキャリー） 
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カシメ機とは、複数の部品を接合させる生産設備の一種です。 
従来の設備は、部品の出し入れや加工動作など、設備の動きのそれぞれにアクチュエーター（シリンダーやモー

ターなど）を設けたものが主流でした。 
今回開発したカシメ機では、一つのシリンダーの動きを他の仕事にも利用すること（多動作化）により、従来方

式では４個使用していたシリンダーを１個にし、省エネ・省資源・省スペースな生産設備を実現することができま

した。 
 

 
 

効果（具体例２：カシメ機） 
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従来ラインでは全工程数も多く、ラインスペースも広く必要でしたが、ものづくりセンターの取り組みにより生

まれた開発ラインは、設備の小型化や高速加工、工程集約を徹底することにより、全7工程、ラインスペース1 0 8 ㎡
という、小型ラインの実現に成功しました。さらに省エネルギー化や省コスト化に貢献するなど、生産技術に画期

的な高効率化をもたらしました。 
 

 
 

効果（具体例３：カイテキゴクセマライン） 
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３．２ 物流の改善 
物流におけるＣＯ２排出量低減、梱包材低減の取り組みについて報告します。 
 

 
 
顧客への製品納入や工場間の部品輸送など、私たちの物流手段は、トラック輸送が中心です。 
トラックの輸送量当りエネルギーは多い反面、利便性が非常に高い為、近距離（県内）の物流では鉄道貨物、海

運等を活用したモーダルシフトへ切り替えず、トラックの台数を限りなく減らしムダのない輸送をし、環境に優し

い物流を構築することが私たちの課題です。 
一方、遠距離（県外）の物流に関しては、輸送量当りエネルギーの少ない輸送手段（鉄道貨物、海運）への切り

替えを進めておりますが、納入先の立地が最寄の貨物ターミナル・寄港がある輸送に限定されている為、さらなる

拡充が必要と考えております。 
そこで、荷量に応じた車格設定や、目的地、出発地混載による納入便の集約、などの積載率を高める活動を基本

にＣＯ２排出量低減に取組んでいます。また、行き（往路）帰り（復路）の積載を高める活動に着手し、ムダのな

い輸送エネルギーで効率の良い物流改善をし、ＣＯ２排出量を減らす努力を進めます。 

 
●トラックの台数を削減した改善事例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
顧客車両工場への製品納入にはパレットと呼ばれる器具を利用しています。繰り返して使用できるように、「鉄製

のリターナブルパレット」を国内顧客向けでは全ての納入先に採用しています。リターナブルパレットは、製品の輸

出にあたっても、海外顧客２１社向けで採用していますが、繰り返して使用するには、返却していただくためのイン

フラが必要なことから、採用が困難な場合があります。 
そうした納入先への対応として、「資源としてリサイクルが可能な梱包材」の観点で「鉄製のワンウェイパレット」

を開発し、地球環境保護に応じた輸送手段を提案、採用していただいています。あわせて海外輸送では、輸送中の衝

撃に対応するための製品、部品固定用ダンボール、埃避け用のビニールなど、梱包材も使用していますが、これらに

ついても３Ｒの観点(Reuse/Reduce/Recycle)で継続的な低減活動を進めており、今年度は一部顧客向けで防錆袋を使
った個装を廃止して、大きな効果を得られました。 
 
●防錆袋を使った個装を廃止した事例 

 

ＣＯ２排出量低減の取り組み 

梱包材低減の取り組み 
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３．３ リマニュファクチャリング活動 
 

 
 
一言で言えば、A/Tの再生事業です。再生したA/Tを修理交換用に安価に供給しています。私たちはリマン活動
を通じて、廃棄物の低減と資源の有効活用をはかり、地球環境保全に 貢献して行きます。オーキス・ジャパン（愛

知県）、ＡＷＴＥＣ ＵＳＡ（北米）、 ＡＷヨーロッパ（欧州）の３拠点で、市場から回収したＡ／Ｔを分解・修

理・機能保証 しています。 

 
リマンプロセスの概要 

 
 
 
 
●新製品立上と同時に A/Tリマンを開始し確実に市場を拡大 
●再生使用部品の拡大（例：T/C、ブッシュなどの再生 
●輸送用リターナブルコンテナ採用による廃棄物低減 
 
 
 
リマン累積台数 

 

リマニュファクチャリングとは 

重点活動と沿革 

T/C＝トルクコンバータ 

今後の展開 
●リターナブルコンテナの拡大 
●トヨタ衣浦製U系リマンの取込 
●廃却部品救済活動の推進 

地球環境保全へ貢献 
1,120,020 
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以下の項目を重点に取組んできました。 

 
 

 
 

 

２００８年度の活動 

今後の進め方 
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３．５ 廃棄物低減とゼロエミッションの推進 

「廃棄物・リサイクル分科会」で廃棄物低減の目標設定、活動の方向付け等を行なっています。第１ステッ

プの『社外委託処理廃棄物低減』、第２ステップの『埋立廃棄物ゼロ』、第３ステップの『焼却廃棄物低減』

の３つのステップを2005年までに達成しています。これらの活動を継続しながら第４ステップの『廃棄物総排
出量低減』を2 0 0 6 年から活動し、今年度も目標達成のために発生量の抑制、リサイクル活動の促進に努めて
いきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

廃棄物低減の考え方 

社内再利用 社内再利用（有償物） リサイクル（逆有償） 

【第１ステップ】 
社外委託処理（2000/1目標達成）
社内処理化（廃棄物減容） 

【第２ステップ】 
埋立廃棄物（2002/5ゼロ達成） 

【第３ステップ】 
焼却廃棄物（2005年度目標達成） 

【第４ステップ】 
総排出量低減（2010年度末目標） 

廃棄物 ＡＷ 

廃棄物低減ステップと目標 

社外委託処理低

埋立廃棄物低減 

焼却廃棄物低減 

総排出量低減 

2000年末までに 1995年比▲65％ 

2002年末までにゼロ 

2005年末までに 2000年比▲95％ 

2010年末までに 2003年比▲15％（原単位）

 

 

 

 

目標値 活動項目 
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埋立処分場の不足、廃棄物埋立てによる環境負荷等を考慮し直接埋立てしている廃棄物を2 0 0 2 年末までにゼロ
※１にする活動を全社一丸となって取り組んできた結果、2 0 0 2 年5月をもちまして全社でゼロエミッション※２の
達成をすることができ、今後もゼロエミッションを維持・継続していきます。 

※１ ゼロ：2000年比95％減＝ゼロと定義して活動中 
※２ ゼロエミッション＝直接埋立て量ゼロ 

 
 
 
●資源計量システムの導入 
全工場資源集積所に当社開発の『廃棄物計量システム』を導入し、分別の徹底及びパソコンを活用した廃棄物発生

量の把握・見える化を推進し、従業員の廃棄物低減・分別徹底に対する意識の向上を図っています。 

 
 
●資源総合管理システム『Eco Manager World』の活用 
当社では、資源総合管理システム『Eco Manager World』を活用し、マニフェスト発行管理・資源分別事例・廃
棄物発生量の見える化等の情報をデータベース化し、全従業員に対し常に最新の情報を提供しています。 

 
 

廃棄物発生量推移 

225 171 3 0 0 0 0 0 0

3396 3342 3918
2286

866
100 91 91 77

3520 3818

5345
7271

7691 8748 9287 9823

8010

0
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リサイクル

焼却廃棄物

埋立廃棄物

ton/年 

年 

全工場ゼロエミッション 

資源分別徹底と低減活動の展開 

 
パソコンを活用したリアルタイムな廃棄物発生量の見える化 
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埋立廃棄物低減事例 
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４．環境保全活動 

４．１ 仕入先・グループ企業との連携 

環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）をベースに『法順守』、『未然防止』、『パフォーマンスの向上』の3
つの柱で環境保全活動を推進しています。この考えをもとにAW国内・海外グループをはじめ、仕入先へ展開し、
グローバルに取り組んでいます。 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

私たちは、トヨタ・アイシングループ・仕入先・AWグループ（国内、海外）と連携を深め、 

連結した環境保全活動を積極的に取り組んでいきます。 

ＡＷ国内グループとの連携 

●２００８年度重点取り組み事項 
〈安全・防災〉 
・各社の実態に合った安全活動推進 
・重大ボヤ・爆発の危険リスク排除 
・防火重点設備のボヤ再発防止 
〈衛生〉 
・新型インフルエンザ対策に向けた情報展開

〈環境〉 
・各社環境データの提出（３ヶ月ごと） 
・ガイドラインに基づく活動推進 

AW 国内グループ各社と「連結安全環境連絡会」を開催し、情報の共有化と重点取り組みに関する意見交換を実施
しました。また、シーヴイテックは、2009年 9月に ISO14001を認証取得しました。 
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生産会社は ISO14001認証取得、非生産会社では ISO14001レベルを管理面での目指す姿としています。また、法
規制への対応と環境パフォーマンス向上を図るために、CO2 排出量、廃棄物量などのデータ集約を行い、グローバ
ル目標策定に向けた検討を開始しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ＡＷ海外グループとの連携 

●中国拠点 
天津 AW（Tianjin AW）は 2009年 8月に ISO14001本審査を受審し、10月には認証取得できる見込みです。

●北米拠点 
  

仕入先との連携 
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●環境パフォーマンス点検の実施 

 

●環境パフォーマンス点検内容 
①各社の環境リスク管理、環境パフォーマンス点検を

重点に点検実施 
②現地点検によるＥＭＳ構築状況と公害未然防止活

動の指導 

仕入先を含めた環境管理活動を

実施するため、2008年4月に第2 
版グリーン調達ガイドラインを発

行しました。 
また、I S O 認証及び認証計画
のない仕入先については、環境パ

フォーマンス点検として環境保全

のレベルアップを目指した点検を

行っています。 
 

●グリーン調達ガイドライン 

●グリーン調達ガイドラインの４本柱 
①環境マネジメントシステムの構築と整備

・ISO14001レベルを基本とした 
環境マネジメントシステムの構築 
②環境負荷物質の管理 
・製品（A/T・ナビ）に使用する部品・原
材料の管理 
・副資材（油脂、薬剤など）の管理 
③事業活動にかかわる環境取り組み 
・環境関連法令の順守 
・環境パフォーマンスの向上 
④仕入先への環境パフォーマンス点検の実施

●２００８年度重点取り組み事項 
〈安全・衛生〉 
・安全・衛生に関するデータ（ケガ、ボヤ等）の情報共有と対策

〈環境〉 
・全生産会社でのISO14001認証取得 
・アイシン連結環境教育の実施 
・中国地区のアイシン連結環境体制構築 

●２００８年度重点取り組み事項 
・北米のアイシングループ各社との情報共有と

相互研鑽（2008年4月にAW North Carolinaで安
全・衛生・環境に関するミーティングを実施

しました） 

●欧州拠点 
  
●２００８年度重点取り組み事項 

・REACH規制に対する予備登録の完了 

・安全・衛生・環境に関する情報共有化 

天津AW審査状況 
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 2008年度の PRTR制度届出対象物質（使用量 1ton以上）の集計結果は AW全体では下図のようになりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工場別・物質別 排出量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＰＲＴＲ届出対象物質集計結果 －２００８年度－ 

消費量 
738.2 ton 

 
大気 
14.1 ton

水域 
0.0 ton 

除去 
処理量 
10.0 ton 

移動量

3.4 ton 

PRTR制度 
届出対象物質 

765.7 ton 

本社工場

大気 水質

ﾄﾙｴﾝ 330.7 0.3 - - - 330.4

ｷｼﾚﾝ 169.1 0.01 - - - 169.1

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 83.3 0.005 - - - 83.3

2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ 2.4 - - - 2.4 0

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 17.2 0.007 - - - 17.2

物質名称
除去
処理量

消費量移動量
年間
取扱量

排出量

岡崎工場

大気 水質

ﾄﾙｴﾝ 60.5 0.1 - - - 60.4

ｷｼﾚﾝ 30.2 0.0017 - - - 30.2

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 15.1 0.0009 - - - 15.1

2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ 1.8 - - - 1.8 0

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 3.0 0.0013 - - - 3.0

ﾒﾀｸﾘﾙ酸2-(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)
ｴﾁﾙ

3.8 - - - 3.8 0

物質名称
年間
取扱量

排出量
移動量

除去
処理量

消費量

田原工場

大気 水質

ﾄﾙｴﾝ 13.0 0.12 - - - 12.9

ｷｼﾚﾝ 12.8 0.0039 - - - 12.8

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 2.6 0.0001 - - - 2.6

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 1.3 0.0006 - - - 1.3

ﾒﾀｸﾘﾙ酸2-(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾐﾉ)
ｴﾁﾙ

2.0 - - - 2.0 0

排出量
移動量

除去
処理量

消費量物質名称
年間
取扱量

岡崎東工場

大気 水質
ｽﾁﾚﾝ 16.9 13.5 - 0.34 - 0

除去
処理量

消費量物質名称
年間
取扱量

排出量
移動量

※単位：ton 

※ 蒲郡工場、工機部、試作部、 
オーキス・ジャパンは、 
PRTR制度対象物質取扱量が 
年間１ton未満のため 
表示していません。 

34 



AISIN AW ENVIRONMENTAL REPORT 2009 
 

４．３ 土壌・地下水問題への対応 

当社では、土壌・地下水汚染となる有機塩素系溶剤のうち、トリクロロエチレン、1.1.1-トリクロロエタンを
1993年末全廃するまで使用していた経緯があることから、使用履歴のある事業所について、土壌調査、地下水
調査を行いました。その結果、汚染の確認された本社事業所につきましては、最も効果的な方法を検討し、浄

化計画に基づき対策を進めてまいりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１ 浄化中：環境基準を超える汚染が発見され、地下水の浄化を行っています。 
※２ 田原工場：田原工場については、1 . 1 . 1 -トリクロロエタンを1993年7月全廃するまで1年間、測定で使用していましたが、工場2階での使用、

保管のため、土壌、地域への影響はありません。 
※３ 蒲郡工場：蒲郡工場については、2003年12月の工場取得時に「土壌汚染対策法」に基づく調査を実施しましたが、土壌汚染対策法に定められた

有害物質は検出されませんでした。トリクロロエチレン、ジクロロメタンを1973年から1 9 9 2年までの間に総量で50リットルを型清
掃の一部に使用していました。 

 

本社工場のみ敷地境界内で有機塩素系溶剤が環境基準を上回っているのが検出された為、詳細な調査、浄化計画に

基づく対策を行うとともに自治体へも報告いたしました。行政調査の結果からも周辺地域への影響はありませんで

した。 

土壌中に浸透した有機塩素系溶剤のガス回収は真空ガス抽出法にて実施し完了いたしました。 

地下水については、地下水下流方向の敷地境界に揚水井戸を設置し、敷地外への流出防止を最優先に考え、地下水

を揚水、ばっ気処理にて浄化を行うとともに継続的な測定監視をしています。 

 

 

 
本社工場は1999年1月に行政に報告後、定期的な報告を行い対策を進めています。また、2001年5月より地域行政
の方との懇談会を開催しています。毎年定期的に開催している懇談会で土壌・地下水対策の継続的な改善の取り組み

について説明をしています。 
 
 
 
油脂類の地下浸透による土壌汚染防止を目的に、地下ピットの溜桝、中継槽等を対象にライニング処理を進めてき

ました。2008年5月に既存設備の全88箇所に対し、対策を完了しました。また新規設備においても設計段階からこの
仕様を織込むことを前提に設備導入を実施しています。 

 
 

現在までの調査結果と対応 

事業場 使用履歴 現在の状況 地域への影響 

本社工場 有り 浄化中※１ 無し 

田原工場※２ 
蒲郡工場※３ 

有り 土壌・地域への影響無し 

岡崎工場 
岡崎東工場 
工機部 
オーキス 

有機塩素系溶剤の使用履歴はありません 

 

検出物質 本社工場 基準値 
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.01～0.02 0.03 

C-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ND～0.02 0.04 
 
ND：定量下限値以下 
 
上記以外の有機塩素系溶剤は検出されませんでした。 

現在までの調査結果と対応 

地下浸透防止対策 
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４．４ 大気 

大気への環境負荷を軽減するために最新技術を取り入れた設備対策、有害物質の排除、及びクリーンエネルギーの

導入等の活動を推進しています。 

 
 
 
焼却炉から有害物質を発生させない為、燃焼管理の徹底・排ガス除去装置の設置により塩化水素ガス・ダイオキ

シン類等の有害ガスの発生抑制・除去を実施しています。また、継続的に測定監視を実施し排出基準の遵守に努め

ています。 

 
 
 
 
特定フロン・1.1.1-トリクロロエタンの全廃・代替化を 1993年末に達成しました。 

 
 
 
 
社内のほぼ全ての燃焼設備の燃料にＬＮＧを採用する事により、ＳＯｘを排出しないようにしています。 

（非常用発電機を除く）   

有害物質排出量の削減 

2008年 

１８ 
0.0000018 

オゾン層破壊物質の廃止 

クリーンエネルギーの採用 
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４．５ 水質保全活動 

社内で発生する含油排水・生産工程排水・生活廃水は総合排水処理施設で一括処理し、また工場内に降った

雨水も油分離槽を設置し、水質汚染の防止に努めています。また、処理水の一部を工業用水として循環リサイ

クルし水省資源化にも努めています。 
 
 
 
①処理水は工業用水・緑化散布水などでリサイクルします。 
②異常排水は自動制御で即、放流停止後、原水槽へリターンします。 

 
 
 
 
私たちは工場内の全ての雨水を油分離層および、社内調整池に回収し、油類が河川に流出しない体制を図ってい

ます。 

 

処理水リサイクルフローと異常排水原水リターンシステム 

雨水処理体制 
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岡崎東工場のビオトープは、排水処理場からの放流水が流れる小川を中心に、地域の動植物が暮らす場です。下流

の河川に住むメダカやカワムツをこの小川に放流し、生態系に影響のない事を確認しています。 
 

 
 

岡崎東工場のビオトープ 
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４．６ 騒音 

私たちは、未然防止を重点に騒音対策に取り組んでいます。発生源対策を第一に、計画段階で低騒音仕様を

施設・設備・機械などに盛り込んでいます。また、必要に応じて設備・機械に防音ボックスを設置するなど、

作業環境を含め低騒音に努めています。各工場では、定期的に騒音測定を敷地境界で行い、基準値以下である

ことを確認しています。 
 
 
 
敷地境界へ影響を与える設備に対しては、計画段階の評価だけでなく、更新などの変化点に対しても確実に再評

価できる仕組みで防音対策に取り組んでいます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

騒音に対する対策 

騒音測定結果 

本社工場 田原工場 

岡崎工場 

岡崎東工場 

蒲郡工場 

※昼間の基準を示す。 単位：ｄB(A) 
 工場所在する市の協定等に応じて基準値は異なる。 

39 

場所 基準 測定値 判定 
No.1 50 ○ 

No.2 50 ○ 

No.3 55 ○ 

No.4 53 ○ 

No.5 51 ○ 

No.6 

60 

51 ○ 

 

場所 基準 測定値 判定 
No.1 51 ○ 

No.2 58 ○ 

No.3 60 ○ 

No.4 53 ○ 

No.5 59 ○ 

No.6 54  

No.7 58  

No.8 51  

No.9 48  

No.10 49  

No.11 

70 

50 ○ 

場所 基準 測定値 判定 
No.1 46 ○ 

No.2 53 ○ 

No.3 51 ○ 

No.4 

60 

46 ○ 
場所 基準 測定値 判定 
No.1 48 ○ 

No.2 49 ○ 

No.3 47 ○ 

No.4 56 ○ 

No.5 

60 

45 ○ 

場所 基準 測定値 判定 
No.1 57 ○ 

No.2 58 ○ 

No.3 59 ○ 

No.4 59 ○ 

No.5 

75 

60 ○ 
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４．７ 緑化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
私たちは、上記4項目を基本的な考え方とし全員参加の花いっぱい運動、敷地内の自然林の保護、工場緑化5ヶ年計
画策定などを進め、緑と花に包まれた地域開放型工場を目指しています。 
それらの活動が認められ、以下のような賞を受賞しました。 

 

 
●全員参加の花いっぱい運動 全拠点合計：５３花壇 

 
 
 
 
 
 
 
 

緑と花に包まれた工場づくり 

●地域住民との融和と信頼を確保する 
●働く人々に安全、快適で健康な職場をつくる 
●全員参加でコミュニケーションを向上する 
●企業のイメージアップを図る 

【本社】 

 

【蒲郡工場】 
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緑とふれあう空間づくりに取り組んでいます。これまで外から眺めていた緑地を回遊式に変更し、緑の中で休憩で

きるようにしました。また、健康器具を配置した健康増進エリアも設置しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緑とのふれあい（緑あふれる休憩場所の設置） 

【田原工場】 

   

【岡崎工場】 

 

【岡崎東工場】 
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